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投票環境向上







												平成２８年９月 ヘイセイ ネン ガツ

												総務省選挙部 ソウムショウ センキョ ブ

		１．投票の状況 トウヒョウ ジョウキョウ



		（１）投票結果

		○　第24回参議院議員通常選挙の選挙当日有権者数は１億620万人であり、投票者数は 
　　　5,809万人であった。 ダイ カイ サンギイン ギイン ツウジョウ センキョ センキョ トウジツ ユウケンシャ スウ オク マン ニン トウヒョウシャ スウ マン ニン

		○　投票率は54.70％であり、前回の参議院選挙と比べると2.09ポイント上昇した。 トウヒョウリツ ゼンカイ サンギイン センキョ クラ ジョウショウ

		○　選挙権年齢引下げにより新たな有権者となった18歳・19歳の投票率は45.45％であり、
　　 18歳の投票率は51.17％、19歳の投票率は39.66％であった。 センキョケン ネンレイ ヒキサ アラ ユウケンシャ サイ サイ トウヒョウリツ サイ トウヒョウリツ サイ トウヒョウリツ



														（単位：人、％） タンイ

				選挙当日
有権者数 センキョ トウジツ ユウケンシャ スウ		投票者数 トウヒョウシャ スウ		投票率 トウヒョウリツ		18歳・19歳の
投票率 サイ サイ トウヒョウ リツ		期日前
投票者数 キジツゼン トウヒョウシャ スウ		投票者数に占める
期日前投票者数の割合 トウヒョウシャ スウ シ キジツゼン トウヒョウシャ スウ ワリアイ

		第４８回
衆議院総選挙 ダイ カイ シュウギイン ソウ センキョ		106,091,229		56,952,674		53.68		41.51		21,379,982		37.54

		第４７回
衆議院総選挙 ダイ カイ シュウギイン ソウセンキョ センキョ		103,962,784		54,743,087		52.66		-		13,152,985		24.02

		増減 ゾウゲン		2,128,445		2,209,587		1.02		-		8,226,997		13.52

		※ 18歳・19歳の投票率は全国188投票区の抽出調査によるもの。 サイ サイ トウヒョウリツ ゼンコク トウヒョウク チュウシュツ チョウサ





		（２）期日前投票所数 キジツゼン トウヒョウジョ カズ

		○　期日前投票所の設置数は5,299箇所であり、前回の参議院選挙の4,801箇所と比べると
　　 498箇所増加しており、過去最多となった。 キジツゼン トウヒョウジョ セッチ スウ カショ ゼンカイ サンギイン センキョ カショ クラ カショ ゾウカ カコ サイタ

		○　期日前投票者数は1,599万人であり、前回の参議院選挙の1,295万人と比べると304万人
　　 増加しており、過去最多となったが、この要因の一つとして、期日前投票所数の増加等が
　　 考えられる。 キジツ マン ゼンカイ サンギイン センキョ マン ニン クラ マン ニン ゾウカ ヨウイン ヒト キジツゼン トウヒョウジョ スウ ゾウカ トウ カンガ



		（３）投票所数 トウヒョウジョ カズ

		○　投票所の設置数は47,905箇所であり、前回の参議院選挙の48,777箇所と比べると
　　 872箇所減少した。 トウヒョウジョ セッチ スウ カショ ゼンカイ サンギイン センキョ カショ クラ カショ ゲンショウ

		○　開閉時刻の繰上げ又は繰下げを行った投票所数は平成10年の参議院選挙から増加し
　　 続けていたが、今回の参議院選挙は16,594箇所であり、前回参議院選挙の16,957箇所と
      比べると363箇所減少した。 サンギイン センキョ







































第２４回参議院議員通常選挙の状況について



共通投票所



		２．共通投票所の設置状況について




		○　共通投票所を設置した団体は、
  　 北海道函館市、青森県平川市、長野県高森町、熊本県南阿蘇村
　 　の４団体（７箇所）であった。 キョウツウ トウヒョウジョ セッチ ダンタイ ホッカイドウ ハコダテシ アオモリケン ヒラカワシ ナガノケン タカモリマチ クマモトケン ミナミアソムラ ダンタイ カショ

														（単位：人、％） タンイ

		市町村名 シチョウソンメイ		選挙当日
有権者数 センキョ トウジツ ユウケンシャ スウ		投票者数 トウヒョウシャ スウ						当日の投票者数に占める共通投票所の投票者数の割合 トウジツ トウヒョウシャ スウ シ キョウツウ トウヒョウジョ トウヒョウシャ スウ ワリアイ		設置場所 セッチ バショ

								うち
選挙当日の
投票者数 センキョ トウジツ トウヒョウシャ スウ

										うち
共通投票所の
投票者数 キョウツウ トウヒョウショ トウヒョウシャ スウ



		北海道
函館市 ホッカイドウ ハコダテシ		232,352		122,911		82,548		1,048		1.27		商業施設
２箇所 ショウギョウ シセツ カショ

		青森県
平川市 アオモリケン ヒラカワシ		27,728		15,533		9,934		1,705		17.16		商業施設
１箇所 ショウギョウ シセツ カショ

		長野県
高森町 ナガノケン タカモリマチ		10,739		7,437		4,420		387		8.76		商業施設
１箇所 ショウギョウ シセツ カショ

		熊本県
南阿蘇村 クマモトケン ミナミアソムラ		10,005		5,437		2,375		103		4.34		庁舎
３箇所 チョウシャ カショ

		合　　計 ゴウ ケイ		280,824		151,318		99,277		3,243		3.27



		＜今後の課題＞ コンゴ カダイ

		○　二重投票防止策のノウハウの共有
　　 （オンラインシステムを中心とした効率的・効果的な方策の検討） ニジュウ トウヒョウ ボウシ サク キョウユウ チュウシン コウリツテキ コウカテキ ホウサク ケントウ









































○　共通投票所７箇所における投票者数は3,243人であった。

○　当日の投票者数に占める共通投票所の投票者数の割合は3.27％であり、青森県平川市では、
      当日の投票者の17.16％が共通投票所を利用して投票を行った。



期日前投票所弾力化



		３．期日前投票所の設置場所と投票時間の弾力的な設定について
 ショ セッチ バショ トウヒョウ ジカン ダンリョクテキ セッテイ



		（１）期日前投票所の設置場所について キジツゼン トウヒョウジョ セッチ バショ

		○　期日前投票所の設置数は5,299箇所であり、前回の参議院選挙の4,801箇所と比べると
　　 498箇所増加しており、過去最多となった。 キジツ マエ トウヒョウ ジョ セッチ カズ カショ ゼンカイ サンギイン センキョ カショ クラ カショ ゾウカ カコ サイタ

		○　期日前投票所の設置場所のうち、大学等には98箇所、ショッピングセンター等には
      162箇所（前回参36箇所）、駅構内には11箇所（同７箇所）設置された。 キジツ マエ トウヒョウ ジョ セッチ バショ ダイガクトウ カショ トウ カショ ゼンカイ サン カショ エキコウナイ カショ ドウ カショ セッチ

																（単位：箇所） タンイ カショ

						対応
箇所数 タイオウ カショ スウ

								大学等 ダイガクトウ		ショッピング
センター等 トウ		駅構内 エキ コウナイ		市役所等 シヤクショ トウ		その他 タ

		期日前投票所総数 キジツゼン トウヒョウジョ ソウスウ				5,299		98		162		11		3,607		1,421



		（２）期日前投票所の投票時間の弾力的な設定について キジツゼン トウヒョウジョ トウヒョウ ジカン ダンリョクテキ セッテイ

		○　期日前投票の投票時間の弾力的な設定を行った期日前投票所数は73箇所（63団体）
　　 であった。 キジツゼン トウヒョウ トウヒョウ ジカン ダンリョクテキ セッテイ オコナ キジツ マエ トウヒョウ ジョ カズ カショ ダンタイ

		○　開始時刻の繰上げを行ったのが10箇所（８団体）、閉鎖時刻の繰下げを行ったのが
　　 35箇所（31団体）、その両方を行ったのが28箇所（25団体）であった。

																（単位：箇所） タンイ カショ

		開始時刻の
繰上げのみ				閉鎖時刻の
繰下げのみ ヘイサ ジコク クリサ				開始時刻の繰上げ及び
閉鎖時刻の繰下げ カイシ ジコク クリア オヨ ヘイサ ジコク クリサ				合計 ゴウケイ

		10				35				28				73





		＜今後の課題＞ コンゴ カダイ

		○　期日前投票の投票時間の弾力化の効果の検証と共有 キジツゼン トウヒョウ トウヒョウ ジカン ダンリョクカ コウカ ケンショウ キョウユウ

		○　駅構内や大学等の有権者の利便性の高い場所への設置数の増加 エキコウナイ ダイガクトウ ユウケンシャ リベンセイ タカ バショ セッチスウ ゾウカ







































○　投票時間の弾力的な設定を行った期日前投票所73箇所のうち、63箇所（86.3％）が閉鎖時刻
      の繰下げを行っている。



子連れ



		４．子連れ投票について




		○　選挙期日当日に、調査対象の投票所（192箇所）で選挙人に同伴して入場した子供の
　　 数は、10,059人であった。 センキョ キジツ トウジツ チョウサ タイショウ トウヒョウジョ カショ センキョニン ドウハン ニュウジョウ コドモ カズ ニン

		○　投票所に入場した子供のうち、公選法改正により範囲が拡大された者（小学生・中学
　　 生以上）は3,413人であり、これは入場した子供の33.9％であった。 トウヒョウジョ ニュウジョウ コドモ コウセンホウ カイセイ ハンイ カクダイ シャ ショウガクセイ ナカ セイ イジョウ ニン ニュウジョウ コドモ



		投票所数 トウヒョウ ジョ スウ		投票所に入場した子供の数 トウヒョウ ジョ ニュウジョウ コドモ カズ										投票者数 トウヒョウ シャ スウ

				合計 ゴウケイ		内訳（上段：人数／下段：割合） ウチワケ ジョウダン ニンズ カダン ワリアイ

						未就学児 ミシュウガクジ		小学生 ショウガクセイ		中学生以上 チュウガクセイ イジョウ		内訳不明 ウチワケ フメイ

		192		10,059人		6,599人		3,151人		262人		47人		174,888人				10,059人

						65.6%		31.3%		2.6%		0.5%						1人

		※調査対象は全国の投票所から１９２投票区を抽出（４５都道府県×４投票区、福井県：７投票
　 区、大阪府：５投票区） チョウサ タイショウ ゼンコク トウヒョウショ トウヒョウ ク チュウシュツ トドウフケン トウヒョウ ク フクイケン トウヒョウ ク オオサカフ トウヒョウ ク

		＜今後の課題＞ コンゴ カダイ

		○　子連れ投票による親や子供の意識への影響の検証（明るい選挙推進協会に
     よる意識調査等） コヅ トウヒョウ オヤ コドモ イシキ エイキョウ ケンショウ アカ センキョ スイシン キョウカイ イシキ チョウサ トウ



○投票所に入場した子供のうち、今回の改正により範囲が拡大されたもの（小学生・中学生 以上）
    は３，４１３人（入場した子供の約３分の１）
　　⇒　法改正前から入場できていた未就学児の人数（６，５９９人）と今回の入場した子供の
　　　　　総数（１０，０５９人）を比較すると、約１．５倍



移動支援



		５．移動支援等の状況について イドウ シエン トウ ジョウキョウ



		○　移動支援を実施した団体は、215団体（221事業）であった。

		○　事業の内訳としては、巡回・送迎バスの運行を実施したのは172団体（178事業）、臨時
　 　バスの運行を実施したのは５団体（５事業）、その他（無料乗車券の発行やタクシー券の
　 　配布等）を実施したのは38団体（38事業）であった。



				実施数 ジッシ スウ

						巡回・送迎
バスの運行 ジュンカイ ソウゲイ ウンコウ		臨時バスの運行 リンジ ウンコウ		その他 タ

		第２４回
参議院選挙 ダイ カイ サンギイン センキョ		221事業
（215団体） ジギョウ ダンタイ		178事業
（172団体） ジギョウ ダンタイ		５事業
（５団体） ジギョウ ダンタイ		38事業
（38団体） ジギョウ ダンタイ

		第２３回
参議院選挙 ダイ カイ サンギイン センキョ		135事業
（122団体） ジギョウ ダンタイ		116事業
（109団体） ジギョウ ダンタイ		８事業
（８団体） ジギョウ ダンタイ		11事業
（11団体） ジギョウ ダンタイ

		第２２回
参議院選挙 ダイ カイ サンギイン センキョ		52事業
（48団体） ジギョウ ダンタイ		36事業
（35団体） ジギョウ ダンタイ		９事業
（９団体） ジギョウ ダンタイ		７事業
（７団体） ジギョウ ダンタイ

		※ 「その他」は無料乗車券の発行やタクシー券の交付等である。 タ ムリョウ ジョウシャケン ハッコウ ケン コウフ トウ



		＜今後の課題＞ コンゴ カダイ

		○　移動支援・移動投票所の事例の共有と効果の検証 イドウ シエン イドウ トウヒョウ ジョ ジレイ キョウユウ コウカ ケンショウ









































○　移動支援の実施事業数は221事業であり、前回の参議院選挙の135事業と比べると、
　　 約1.7倍になっている。

○　なお、島根県浜田市では、交通手段の確保が難しい選挙人への投票機会の確保のため、
     自動車を利用した移動期日前投票所を開設し、68名が投票を行っている。





衆
議

院
議

員
総

選
挙

に
お

け
る

投
票

率
（

小
選

挙
区

）

72
.0

8

67
.9

574
.0

476
.4

3 74
.2

2
75

.8
4

76
.9

9 73
.5

1 71
.1

4

73
.9

9 68
.5

171
.7

6

73
.4

5 68
.0

1

74
.5

7 67
.9

471
.4

73
.3

1 67
.2

6 59
.6
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.4

9

59
.8

6

67
.5

1
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.2
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.6
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.6

8
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昭
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61

平
2

5
8

12
15

17
21

24
26

29

(%
)

注
１

昭
和
５
５
年
及
び
昭
和
６
１
年
は
衆
参
同
日
選
挙
で
あ
る
。

注
２

平
成
１
２
年
よ
り
、
投
票
時
間
が
２
時
間
延
長
に
な
り
、
午
後
８
時
ま
で
と
な
っ
た
。

注
３

平
成
１
７
年
よ
り
、
期
日
前
投
票
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。

注
４

平
成
２
９
年
よ
り
、
選
挙
権
年
齢
が
１
８
歳
以
上
と
な
っ
た
。
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衆
議

院
議

員
総

選
挙

に
お

け
る

選
挙

当
日

有
権

者
数

、
投

票
者

数
、

棄
権

者
数

（
単
位
：
人
、
％
）

選
挙

当
日

有
権

者
数

投
票

者
数

棄
権

者
数

投
票

率

小
選

挙
区

10
2,

98
5,

21
3

69
,5

26
,6

24
33

,4
58

,5
89

67
.5

1

比
例

代
表

10
3,

06
7,

96
6

69
,5

32
,1

86
33

,5
35

,7
80

67
.4

6

小
選

挙
区

10
3,

94
9,

44
1

72
,0

19
,6

55
31

,9
29

,7
86

69
.2

8

比
例

代
表

10
3,

94
9,

44
1

72
,0

03
,5

38
31

,9
45

,9
03

69
.2

7

小
選

挙
区

10
3,

95
9,

86
6

61
,6

69
,4

75
42

,2
90

,3
91

59
.3

2

比
例

代
表

10
3,

95
9,

86
6

61
,6

62
,9

49
42

,2
96

,9
17

59
.3

1

小
選

挙
区

10
3,

96
2,

78
4

54
,7

43
,0

87
49

,2
19

,6
97

52
.6

6

比
例

代
表

10
3,

96
2,

78
5

54
,7

35
,7

87
49

,2
26

,9
98

52
.6

5

小
選

挙
区

10
6,

09
1,

22
9

56
,9

52
,6

74
49

,1
38

,5
55

53
.6

8

比
例

代
表

10
6,

09
1,

22
9

56
,9

47
,8

31
49

,1
43

,3
98

53
.6

8
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衆

（
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衆

（
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46
衆
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24
.1

2.
16

）

45
衆

（
H

21
.8

.3
0）

44
衆

（
H

17
.9

.1
1）
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国
政

選
挙

に
お

け
る

期
日

前
投

票
者

数
等

の
推

移

71
7 

89
6 

1,
08

0 

1,
39

8 
1,

20
9 

1,
20

4 
1,

29
5 

1,
31

5 

1,
59

9 

2,
13

8 

7.
0 

8.
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10
.4
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.4

 
12

.7
 

15
.1

 20
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0.
0

5.
0

10
.0

15
.0

20
.0

25
.0

0

50
0

1,
00

0

1,
50

0

2,
00

0

2,
50

0

２
０
参

（
H

16
.7

.1
1）

４
４
衆

（
H

17
.9

.1
1）

２
１
参

（
H

19
.7

.2
9）

４
５
衆

（
H

21
.8

.3
0）

２
２
参

（
H

22
.7

.1
1）

４
６
衆

（
H

24
.1

2.
16
）

２
３
参

（
H

25
.7

.2
1）

４
７
衆

（
H

26
.1

2.
14
）

２
４
参

（
H

28
.7

.1
0）

４
８
衆

（
H

29
.1

0.
22
）

期
日
前
投
票
者
数

期
日
前
投
票
率

（
万
人
）

（
％
）
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期
日
前
投
票

者
数
等
の

推
移

A
B

B/
A

C/
B

C
C/

A
―

２
０

参
（

H
16

.7
.1

1）
4,

48
6

10
2,

50
7,

52
6

57
,9

90
,7

57
56

.5
7

12
.4

7,
17

1,
39

0
7.

0
53

,2
90

４
４

衆
（

H
17

.9
.1

1）
4,

45
1

10
2,

98
5,

21
3

69
,5

26
,6

24
67

.5
1

12
.9

8,
96

2,
91

1
8.

7
53

,0
21

２
１

参
（

H
19

.7
.2

9）
4,

51
9

10
3,

71
0,

03
5

60
,8

13
,9

26
58

.6
4

17
.8

10
,7

98
,7

37
10

.4
51

,7
42

４
５

衆
（

H
21

.8
.3

0）
4,

57
2

10
3,

94
9,

44
1

72
,0

19
,6

55
69

.2
8

19
.4

13
,9

84
,0

85
13

.5
50

,9
78

２
２

参
（

H
22

.7
.1

1）
4,

64
2

10
4,

02
9,

13
5

60
,2

55
,6

70
57

.9
2

20
.1

12
,0

85
,6

36
11

.6
50

,3
11

４
６

衆
（

H
24

.1
2.

16
）

4,
75

5
10

3,
95

9,
86

6
61

,6
69

,4
75

59
.3

2
19

.5
12

,0
38

,2
37

11
.6

49
,2

13

２
３

参
（

H
25

.7
.2

1）
4,

80
1

10
4,

15
2,

59
0

54
,7

98
,8

83
52

.6
1

23
.6

12
,9

49
,1

73
12

.4
48

,7
77

４
７

衆
（

H
26

.1
2.

14
）

4,
86

1
10

3,
96

2,
78

4
54

,7
43

,0
87

52
.6

6
24

.0
13

,1
52

,9
85

12
.7

48
,6

17

２
４

参
（

H
28

.7
.1

0）
5,

30
8

10
6,

20
2,

87
3

58
,0

94
,0

05
54

.7
0

27
.5

15
,9

87
,5

81
15

.1
47

,9
02

48
衆

（
H

29
.1

0.
22

）
5,

34
6

10
6,

09
1,

22
9

56
,9

52
,6

74
53

.6
8

37
.5

21
,3

79
,9

82
20

.2
47

,7
41

期
日

前
投

票
者

数
（

人
）

期
日

前
投

票
率

（
％

）
（

参
考

）
当

日
投

票
所

数

※
い

ず
れ

も
衆

・小
選

挙
区

、参
・選

挙
区

の
数

値

期
日

前
投

票
所

数

選
挙

当
日

有
権

者
数

（
人

）
投

票
者

数
（

全
体

）
（

人
）

投
票

率
（

％
）

投
票

者
数

に
占

め
る

割
合
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４
８

衆
に

お
け

る
期

日
前
投
票
所

の
混
雑
状

況
に
つ

い
て

（
新

聞
記

事
抜

粋
）

○
朝

日
新

聞
（
平

成
２
９
年

１
０
月

２
１
日

）
抜

粋

台
風

２
１

号
の

接
近

で
、

衆
院

選
に

も
影

響
が

出
て

い
る

。
投

開
票

日
の

２
２

日
は

荒
天

が
予

想
さ

れ
る

た
め

、
各

地
の

期
日

前
投

票
所

は
２

１
日

、
投

票
に

来
た

人
た

ち
で

大
混

雑
し

た
。

東
京

都
文

京
区

の
文

京
シ

ビ
ッ

ク
セ

ン
タ

ー
内

の
期

日
前

投
票

所
に

は
２

１
日

午
後

３
時

半
ご

ろ
、

１
５

０
人

以
上

の
列

が
出

来
た

。
歯

科
医

の
男

性
（

７
０

）
は

、
投

票
ま

で
２

０
分

ほ
ど

待
っ

た
と

い
う

。
「

明
日

が
台

風
な

の
で

来
た

が
、

こ
ん

な
に

並
ぶ

と
は

」
と

苦
笑

い
し

た
。

（
以

下
略

）

○
毎

日
新

聞
（
平

成
２
９
年

１
０
月

２
１
日

）
抜

粋
東

京
都

足
立

区
の

百
貨

店
「

北
千

住
マ

ル
イ

」
の

期
日

前
投

票
所

は
約

１
時

間
待

ち
の

列
が

続
い

た
。

毎
回

、
期

日
前

投
票

は
最

終
日

に

混
雑

す
る

傾
向

に
あ

る
が

、
区

選
管

は
「

台
風

の
影

響
で

い
つ

も
よ

り
３

０
分

ほ
ど

長
か

っ
た

。
『

待
た

せ
す

ぎ
だ

』
と

の
声

も
あ

っ
た

が
、

ど
う

し
よ

う
も

な
い

」
と

こ
ぼ

し
た

。
大

阪
府

吹
田

市
役

所
で

も
朝

か
ら

列
が

で
き

、
午

前
１

０
時

以
降

は
約

１
時

間
待

ち
が

続
い

た
。
市

選
管

は
職

員
を

増
や

し
て

対
応

し
た

が
、

混
雑

を
見

て
投

票
を

あ
き

ら
め

て
帰

る
有

権
者

も
い

た
と

い
う

。

○
東

京
新

聞
（
平

成
２
９
年

１
０
月

２
２
日

）
抜

粋

衆
院

選
の

投
開

票
日

前
日

の
二

十
一

日
、

県
内

各
所

の
期

日
前

投
票

所
が

混
雑

し
、

一
時

は
投

票
ま

で
三

十
分

以
上

か
か

る
投

票
所

も
あ

っ
た

。
制

度
の

周
知

が
進

ん
で

い
る

こ
と

に
加

え
、

二
十

二
日

か
ら

二
十

三
日

に
か

け
東

日
本

に
接

近
す

る
見

込
み

の
台

風
２

１
号

の
影

響
を

避
け

よ
う

と
し

た
有

権
者

が
多

か
っ

た
と

み
ら

れ
る

。
桐

生
市

役
所

に
設

け
ら

れ
た

期
日

前
投

票
所

に
は

、
市

内
に

あ
る

２
区

の
期

日
前

投
票

所
が

こ
こ

だ
け

と
あ

っ
て

、
午

前
十

時
ご

ろ
か

ら
長

い
列

が
で

き
た

。
駐

車
で

き
ず

通
路

で
待

機
す

る
車

や
列

を
見

て
諦

め
て

帰
る

人
も

い
た

。
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第
４

８
回

衆
議

院
議
員

総
選
挙
に

お
け
る
共

通
投

票
所

の
設

置
状

況

（
単
位
：
人
、
％
）

○
共
通
投
票
所
７
箇
所
に
お
け
る
投
票
者
数
は

4,
73

6人

○
当
日
の
投
票
者
数
に
占
め
る
共
通
投
票
者
数
の
割
合
は

3.
56
％
で
あ
り
、
青
森
県
平
川
市
で
は
、
当
日
の
投
票
者
の

15
.8

9％
が
共
通
投
票
所
を
利
用
し
て

投
票
を
行
っ
た
。

うち 共
通

投
票

所
投

票
者

数

北
海

道
 函

館
市

22
9,

60
9

13
3,

40
2

85
,5

12
1,

02
3

1.
20

商
業

施
設

２
箇

所

青
森

県
 平

川
市

27
,3

13
15

,6
83

9,
82

1
1,

56
1

15
.8

9
商

業
施

設
１

箇
所

岩
手

県
一

関
市

10
2,

44
5

60
,3

61
34

,3
28

1,
72

3
5.

02
商

業
施

設
２

箇
所

長
野

県
 高

森
町

10
,6

80
7,

14
3

3,
52

1
42

9
12

.1
8

商
業

施
設

２
箇

所

合
計

37
0,

04
7

21
6,

58
9

13
3,

18
2

4,
73

6
3.

56

市
町

村
名

選
挙

当
日

有
権

者
数

投
票

者
数

共
通

投
票

所
に

使
用

した
施

設
うち 選

挙
期

日
当

日
の

投
票

者
数

当
日

の
投

票
者

数
に

占
め

る共
通

投
票

所
の

投
票

者
数

の
割

合
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台
風

第
２

１
号

の
影

響
に

伴
い

開
票

開
始

日
時

を
２

３
日

に
変

更
を

行
っ

た
団

体

※
公
職
選
挙
法
第
６
４
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
開
票
日
時
の
変
更
告
示
等
を
あ
ら
か
じ
め
行
う
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
開
票
を
実
施
。

（
第
六
十
四
条

市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
予
め
開
票
の
場
所
及
び
日
時
を
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
）

※
開
票
終
了
時
刻
が
最
も
遅
か
っ
た
団
体
は
愛
知
県
西
尾
市
で
あ
り
、
そ
の
開
票
終
了
時
刻
は
、
２
３
日
２
１
：
５
５
で
あ
る
。

※
関
係
す
る
比
例
代
表
選
挙
区
は
、
東
海
選
挙
区
、
近
畿
選
挙
区
、
中
国
選
挙
区
、
四
国
選
挙
区
、
九
州
選
挙
区
。

都
道

府
県

名
市

町
村

名
小

選
挙

区
名

開
票

開
始

日
時

理
由

愛
知

県
西

尾
市

愛
知

県
第

１
２

区
２

３
日

１
８

時
１

５
分

離
島

鳥
羽

市
三

重
県

第
４

区
２

３
日

８
時

３
０

分
投

票
所

周
辺

の
冠

水
伊

勢
市

三
重

県
第

４
区

２
３

日
８

時
３

０
分

投
票

所
周

辺
の

冠
水

兵
庫

県
篠

山
市

兵
庫

県
第

５
区

２
３

日
９

時
開

票
所

の
停

電
愛

媛
県

第
１

区
２

３
日

９
時

３
０

分
離

島
愛

媛
県

第
２

区
２

３
日

１
１

時
離

島
八

幡
浜

市
愛

媛
県

第
４

区
２

３
日

１
４

時
離

島
山

口
県

萩
市

山
口

県
第

３
区

２
３

日
１

５
時

離
島

佐
賀

県
唐

津
市

佐
賀

県
第

２
区

２
３

日
１

４
時

離
島

宮
崎

県
延

岡
市

宮
崎

県
第

２
区

２
３

日
１

３
時

離
島

座
間

味
村

沖
縄

県
第

１
区

２
３

日
１

３
時

離
島

うる
ま

市
沖

縄
県

第
３

区
２

３
日

１
３

時
離

島
南

 城
 市

沖
縄

県
第

４
区

２
３

日
１

３
時

離
島

三
重

県

愛
媛

県
松

山
市

沖
縄

県
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投票環境の向上方策等に関する研究会報告（平成 28年 9月）【抜粋】 

 

（３）ＩＣＴを活用した将来の投票環境向上の可能性 

（ア）現状と課題 

現行の公職選挙法に基づく選挙制度下においては、投票当日投票所投票主義を原則と

して、有権者は投票所に出向き、選挙人名簿の対照により本人確認を受け、公製公給の

投票用紙により一票を投じ、投票所等から開票所まで投票用紙の形で送致し、開票所に

おいて開票作業を行っている。 

こうした投開票手続きについては、投票を行おうとする者が選挙人名簿又は在外選挙

人名簿に登録されているという「選挙人名簿登録主義」、選挙人名簿等に登録された「本

人による投票」、選挙における投票の秘密はこれを侵してはならないとする「秘密投票

主義」、そして、投票用紙の公製公給主義により担保される「一人一票主義」といった

現行制度下における投票原則を担保することが前提となっている。 

なお、こうした投票用紙の存在を前提とした公職選挙法の規定による投開票手続きの

例外として、ファクシミリ装置を用いて投票の送信を行う洋上投票や南極投票のほか、

地方選挙において地方公共団体の議会の議員及び長の選挙に係る電磁的記録式投票機

を用いて行う投票方法等の特例に関する法律に基づき導入が可能とされた電磁的記録

式投票がある。 

この点に関して、平成１４年の「電子機器利用による選挙システム研究会報告書」に

おいては、現行の電磁的記録式投票の次の段階として、「指定された投票所以外の投票

所においても投票できる段階」、「投票所での投票を義務づけず、個人の所有するコンピ

ュータ端末を用いて投票する段階」があるものとされている。 

この第１段階である電磁的記録式投票を現在実施しているのは２団体のみであり、ま

た、投票情報の開票所への送致は電磁的記録媒体の送致に限定されている。 

この点、国政選挙において第３段階である「投票所での投票を義務づけず、個人の所

有するコンピュータ端末を用いて投票する段階」に至っている諸外国の例としては、エ

ストニアの事例があり、同国では、平成１７年（２００５年）から地方議会議員選挙で、

平成１９年（２００７年）には国政選挙において、いわゆるインターネット投票を導入

している。 

また、フランスでは、平成２４年（２０１２年）から、フランス国外に居住するフラ

ンス国民による大統領選挙及び国会議員選挙の在外選挙について、インターネット投票
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を導入しているところである。 

一方、インターネット等のオンラインシステムを投開票手続きに活用することについ

ては、先に述べた現行制度下における投票原則を担保する必要があることなどから、次

のような課題がある。 

まず、投票所以外での投票を認める場合の本人確認の確実な実施等である。 

投票所以外での投票を認める場合には、対面による選挙人名簿の対照はできないため、

本人確認の確実な実施が課題となるとともに、投票立会人を設けることができないため、

投票の秘密が確保される環境において選挙人が投票できるかどうかも課題となる。 

また、投票所以外での投票と投票所における投票の両方が可能な場合には、二重投票

の防止も課題となる。 

次に、オンラインシステムのセキュリティ対策である。 

選挙にインターネット等のオンラインシステムを活用する場合には、選挙人名簿に記

載された選挙人の個人情報や投票情報をオンラインシステムで送信することとなるた

め、投票の秘密を確保し、個人情報を保護するためのセキュリティ対策が課題となる。

具体的には、投票情報を多重に暗号化する等の方法により、選挙人情報と投票情報を分

離する、また、途中でデータを盗み取られても内容が分からないようにするなどの措置

を講じることが必要となる。 

さらに、オンラインシステムがダウンした場合やデータの改ざんへの対応方策である。 

選挙人情報や投票情報など、投開票に必要となる情報をオンラインシステムでやりとり

することとなるため、当該オンラインシステムがサーバートラブルなどによりシステム

ダウンした場合の投開票の続行方策や、システムのハッキングによる投票情報の改ざん

への予防策、万一改ざんされた場合の対応策などが課題となる。 

そして、事後的な投票内容の検証への対応である。 

投票情報をオンラインシステムで送信する場合には、投票内容が記載された投票用紙

が存在しないため、選挙争訟などへの対応で、事後的に投票内容を検証せざるを得ない

場合において、電磁的な記録による投票情報をどのように保管し、また検証するかも課

題となる。 

インターネット等のオンラインシステムを投開票手続きに活用することについては

上記のような課題があることを踏まえ、その活用に向けては、こうした課題への対応を

着実に行う必要があるとともに、国民の理解を得ながら進めることも重要である。 
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（イ）当面の方向性 

ＩＣＴ技術の進展を受け、社会のさまざまな場面でＩＣＴが活用され、また、少子高

齢化など我が国が抱える課題の解決にもＩＣＴの利活用が検討されている中、投開票手

続きについても、ＩＣＴを活用し、有権者の利便性の向上を検討することは重要である。 

一方、先に述べたとおりインターネット等のオンラインシステムを投開票手続きに活

用することについては対応すべき課題があることから、効果が見えやすい分野及び導入

による影響が限定される分野から段階的に検討を行い、投票の利便性向上を実感しても

らえるようにすることも一つの方策として考えられる。 

例えば、選挙人の本人確認については、マイナンバー制度を活用することが有効と考

えられる。 

具体的には、マイナンバーカードによる本人確認やインターネット上の公的個人認証

を選挙人名簿の対照や不在者投票の投票用紙等のオンライン請求などの選挙事務に活

用することができるのではないかと考えられる。また、マイナンバーカードによる選挙

人名簿の対照は、投票済み情報を共有する仕組みを併せて構築すれば、期日前投票所や

共通投票所等における二重投票の防止にも有効であると考えられる。 

また、本人確認が適切に行えるということを前提として、段階的な検討の具体例とし

て、遠隔地における投票が前提となり、選挙人に対する投票用紙の送付に時間を要する

こととなる在外公館投票や、現在ファクシミリで投票情報を送信している洋上投票など

からの導入を検討してはどうかといった意見があった。このことにより、投票用紙の送

付等に要する日数が不要となり、有権者の利便性は向上する。 

併せて、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律、

いわゆるマイナンバー法の改正が前提となるが、マイナンバー制度による行政機関間の

情報連携を行うことにより、船員による洋上投票等の不在者投票の手続に必要となる行

政機関が発行する各種証明書の添付省略等にも活用できるのではないかと考えられる。 

 

（ウ）将来の可能性 

ネットワーク・セキュリティなどに関するＩＣＴが今後も進展していくであろうこと

を踏まえれば、将来的には、先に述べたインターネット等のオンラインシステムを投開

票手続きに活用することに関する課題をより解決しやすくなることも期待できる。 

ＩＣＴの進展が実現した将来においては、先に述べた課題を解決することを前提とし

て、投票情報のオンラインシステムによる送信を可能とする範囲を拡大し、有権者にと
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ってより利便性の高い場所において投票できるようにすることを可能にできるのでは

ないか。 

また、これまでの投票方法では投票を行いにくかった障害者に対して、ＩＣＴを活用

して投票しやすい投票方法を研究開発することも、投票環境における制約を解消、改善

し、投票機会の確保につながるものである。 

こうした将来におけるＩＣＴを活用した投票機会の拡大の延長線上には、いわゆる

「インターネット投票」の技術的可能性も見えてくるものと考えられる。 

その上で、ＩＣＴが進展し、技術的には投票の公正さを確保できるようになったとし

ても、国民の代表者を選ぶ選挙については、その手続きや結果について国民の信頼を得

る必要があることから、インターネット投票の導入には国民の理解を得ながら検討を行

う必要があるものと考えられる。 

 

12


	４－１
	４－２
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8


	４－２A4変換
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8

	４－３



